
事　　業　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　 　　　　明

待 機 児 童 対 策 2,325万8千円 保育サービス相談事業 759万9千円

（こども未来局）
財源内訳 　　27年度当初の入園申込等に係る相

　　談体制を強化するため、各区に１
　県補助金 　　人配置している保育サービスアド

490万円 　　バイザーを６人増員する。

　一般財源 　　　増員数
1,835万8千円 　　　　中区・西区・安佐北区・佐伯

　　　　区各１人、安佐南区２人

私立保育園非常勤職員処遇改善補助 1,419万円

　　非常勤保育士等の処遇改善により、
　　人材の確保を支援するため、私立
　　保育園に対し、新規雇用者等に係
　　る賃金を上乗せ支給するための経
　　費を補助する。

　　　補助限度額　３万円／人

認可外保育施設保育士資格取得支援事
業 146万9千円

　　保育士の確保を支援するため、認
　　可外保育施設に対し、従事者の保
　　育士資格取得に係る経費を補助す
　　る。

　　　代替職員雇用費補助
　　　　補助限度額　5,920円／人・日

　　　受講料等補助
　　　　補助限度額　30万円
　　　　保育士資格取得後１年間以上
　　　　の勤務継続が完了する27年度
　　　　以降に補助

補 正 予 算 の 内 訳
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事　　業　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　 　　　　明

デザインマネジメン
ト人材育成事業 190万8千円 中小企業の売上等の増加による従業員
（緊急雇用創出事業 の賃金引上げを図るため、商品の企画
臨時特例交付金事業） 財源内訳 から販売に至るまでデザインを経営資
（経済観光局） 源として活用するノウハウを習得でき

　県補助金 る研修を実施する。
190万8千円

　（債務負担行為の設定）

事　業　名 期　間

農地台帳システム整
備 519万1千円 農地法の改正により27年度から農地の
（経済観光局） 所在地や所有者等の内容を記録した農

財源内訳 地台帳の作成等が法定化されることに
伴い、農地台帳システムを整備する。

　県補助金
519万1千円

限　度　額

デザインマネジ
メント人材育成
業務委託

27年度 326万4千円
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事　　業　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　 　　　　明

競 輪 事 業 27年度から競輪開催業務を一括して民
(競輪事業特別会計) 間事業者に委託することに伴い、債務
（経済観光局） 負担行為を設定する。

　（債務負担行為の設定）

事　業　名 期　間

広島駅南口広場の再
整備等 2,526万1千円 広島の陸の玄関としての魅力向上や交
（道路交通局） 通結節機能の強化等を図るため、路面

財源内訳 電車の駅前大橋ルート化を含む広島駅
南口広場の再整備等を行う。

　一般財源
2,526万1千円 　　駅前広場基本設計 1,050万円

　　路面電車軌道部基本設計 1,476万1千円

　（債務負担行為の設定）

事　業　名 期　間

5,810万円
広島駅南口広場
の再整備等

27年度

限　度　額

広島競輪開催業
務委託

27～30年度 15億5,186万5千円

限　度　額
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事　　業　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　 　　　　明

子どもの居場所の #

確保 4,701万円 児童福祉法の改正により放課後健全育
（教育委員会） 成事業の設備及び運営に関する基準を

財源内訳 条例で定めることに伴い、クラスの大
規模化、過密化への対応を図る。

　国庫補助金
773万4千円 　（基準の内容）

　　①１クラス当たり児童数概ね40人
　一般財源 　　　以下（５年間は60人以下）　　

3,927万6千円

　　②児童１人当たり面積概ね1.65㎡
　　　以上（５年間は1.00㎡以上）

　　神崎学区プレハブ教室建替 1,800万円

　　民間放課後児童クラブ運営費等補
　　助 2,901万円

　　　対象学区　吉島東、本川、牛田、
　　　　　　　　大芝、古田、中筋
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事　　業　　名 事　　業　　費 説　　　　　　　　　　　 　　　　明

新しいタイプの高校
整備 5,156万8千円 県立及び市立の定時制・通信制高校を、
（教育委員会） 県市共同で、従来の定時制・通信制課

財源内訳 程の枠に捉われない新しいタイプの市
立高校に再編整備する。

　県負担金
2,578万4千円 　　再編整備対象校　

　　　　　　　　　　
　一般財源 　　　定時制　県立国泰寺高校、県立

2,578万4千円 　　　　　　　観音高校、県立海田高
　　　　　　　校、市立大手町商業高
　　　　　　　校、市立工業高校

　　　通信制　県立西高校

　　課　　程　単位制によるフレキシ
　　　　　　　ブル課程

　　入学定員　平日登校コース240人
　　　　　　　通信教育コース400人

　　整備場所　中区大手町（旧市立広
　　　　　　　島特別支援学校跡地）

　（整備スケジュール）

　　26・27年度　基本・実施設計

　　28・29年度　建設工事

　　30年度　　　開校

　（債務負担行為の設定）

事　業　名 期　間 限　度　額

新しいタイプの
高校整備

27年度 1億970万円
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